
近代初期英国農村における学校成立と遺言書作成支援網

ケンブリッジ州ウイリンガム教区の事例を中心に

高橋　基　泰

は　じ　め　に

　近代初期イギリス農村社会においての教育は，現場の作業を通して行われる

ことが主であったように思われるが，この問題は社会経済史の分野では，主に

家族の規模・構造および農業奉公人を含む雇用労働者との関連で議論される。

本稿では，このような問題が提起されるにいたった経緯を研究史にそくして辿っ

た後，ケンブリッジ州ウイリンガム教区という当時人口移入が顕著で・土地保

有の細分化が進行した対象を選定し，学校設立という契機に現れる、その地の

農村経済上の諸関係を明らかにしたい。

研　究　史

1）　「読む」ことと「書く」こと

　読むことの学習は口頭で行われ，音と形象とを結びっけてなされる行為であ

ると言えよう。’イングランドにおいては1500年から1700年の間，読み書きは，

特定の専門家の特別な技能から，より一般的な場面で用いられる，より普遍性

を帯びた行為に転じていった。’その動機としては聖書を読むことが中心豊であ

　D，Cressy，工加rαcツα几d士加Soc〃0rdεr（Ca皿bridge，1980）（以下工加用。ツ．と略記），p．20．

　M，Spufford，Smα”Booたsα几d　P工εαsα几主刑s亡。r三εs（Cambridge，1981），p．15；J．Goody

＆I．P．Watt，’肋εCo几s召ψεπcεs　o∫ム肋rαcツ，Co肌ραrα亡主U直8加肋s　jη刑s士。rツα兀d

Soci直正ツ，5（1963），pp．304－345：J．Goody，τ加Do㎜εs此αれ。几。μ佃8αUαg百Mjπd（Cam－

bridge，1977），（邦訳J．グディ著吉田禎吾訳『未開と文明』1986年岩波書店）。
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るが故に，ごく下層の者の間でも読みたいという欲求があった。4ここで注意

しておかねばならないのは，読むことは書くことより容易であるという点であ

る。また，遺贈のために作成される文書である遺言書に，遺言者なり遺言執行

者・遺言立会人なりが署名をし始めるのは17世紀になってからのこととされる

けれども，署名できたことが即書く能力があったとするわけにはいかない。5

一方で，当時は文盲が社会の全階層に存在していたと考えて差し支えないと思

われるが，傾向としてはより裕福なものの識字率が高かったようである。借そ

れはまず実益のためというのが妥当な見方ではあるまいか。例えば村であって

も行政職にある者が識字能力の必要性を感じることは多くなりつつあった。7

また村落社会でも次第に増えつつあった金銭貸借にしても，計算能力もさるこ

とながら借用証書の作成には読み書きの能力が必要であったと考えられる。8

都市に住む者はもちろんのことながら，農村にあっても市場に出向く者はやは

り交易上の便宜から識字能力の重要性を感じることは少なかったであろう。蓼

職業・身分で言えば日雇い・奉公人・婦人層は概ね識字率が低い。また各家庭

ごとに教育に対する態度も異なる。それ故，ある家族はもとは裕福で識字能力

もあったのが貧しくなると文盲になるが，ある家族は貧しくなっても家族の伝

統として識字能力を保つ。川専ら教会検認記録を用いて近代初期イングランド

　M．Spufford，Co耐rαs坑几g　Co肌㎜砒π栃εs（Cambridge，1974），p－152．

　　K．Wright昌。n　and　D．Levine，PoU碗ツ肌d　P土砿ツ（London，1979），p．152；V．Skipp，

　Dω百～oρ肌帥士伽d　Cr｛s｛s（Cambridge，1979），p．83一より早い時期についてはE－Duffy，肋θ

Sケ加が几g　o∫士加λ此αrs（Yale，1992）．

5　M．Spufford，Co耐rαs士三πg　Co㎜肌舳｛加8，p．18王，K．Wrightson　and　D．Levine，PoUεrむ

　α几d　P｛θ古ツ，P．147．

6　D．G．Hey，λ九月几gJ三sん五〃α王Comm阯几f妙二Mツd〃ε阯πdεr士んε丁砒dorα兀d　S加α沌

P召r｛oゐ（Lei㏄ster，1974）（以下Mツd肋．と略記），p．190：K．Wrightson　and　D．Levine，PoUεrり

　α几d　P…召亡ツ，P．195．

7　D．Cressy，L油rαcツ，p．10，K．Wrightson　and　D－Levine，PoU桝ツα几dPi召亡ツ，p．152：V．

Skipp，DεUεjoρmεπ士α几d　Cパs｛s，p．83．

　M．Spufford，Co航rα曲ng　Co肌m砒枇｛εs，pp．212－3－

　M．Spufford，Co耐rαs亡三πgCo肌肌阯π捌εs，p．206；K．WrightsonandD－Lω加ε，PoU召r妙

　α几d　P｛召tツ，P・15著・

iO　M．Spufford，Co航rαst三πgCo肌肌阯枇iεs，p．207；K．Wrightson　and　D．Levino，PoU椛ツ

　α几d　P三石亡ツ，P，151．
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における識字率を算出したD．クレシィによれば，教育と識字能力とは相当高

い関連性がありながらも必ず結びつくものではない。l　lにもかかわらず，教育

は上下・貧富の差を押し広げる一因であったらしいことを，K．ライトソンら

はエセックスの一村落の事例から導出している。1宮

2）奉公・従弟入りにおける教育的意義

　P．アリエスも『＜子供〉の誕生』で示唆するように，当時の教育は現代我々

の受けるようなものとは考えにくい。13幼年・青少年が実際の仕事の場で，特

に奉公service・従弟apprenticeに出ることで，いわば実地に各職業における

技能をみがいていったという状況の方がむしろ一般的ではないだろうか。そこ

で以下問題とする奉公人servantについて簡単に説明したい。J．ハイナル以来，

晩婚・結婚即世帯の独立・未婚の青年男女が奉公人として他人の世帯に転々と

寄寓していくことは北西ヨーロッパ世帯形成の特徴とされる。〕近代初期イン

グランドにおいても，農業奉公人は通常未婚のごく若い男女で，家畜の世話を

含めた労働を行いつつ雇用者の世帯に住み込み，衣食住を提供されていた。手

工業者の従弟期間は通常7年間だったが，農業における奉公の契約期問は1年

が相場であり，契約終了後は奉公先を変え移動していっれこの農業奉公人な

いしサーヴアントは，家族および親族関係と人口移動とを積極的に関連づける

A．クスマウルの研究が刊行されて以来，論者の注意を引き始めている。サー

ヴアントは，農業を中心とする生活に欠かせない技術・経験の伝播や保持のた

め，小さからぬはたらきをなしたと推測される。かれらの移動は比較的近距離

11　D．Cressy，L加rαcツ．、p．53．

12K．Wrightson　and　D．Lovine，PoUεr士ツα兀d　P三砿ツ，p．175．

13P．Aries，C舳ωrj鮒。∫C舳舳。od，（Peng皿in　Book，1973）（邦訳P．ア1jエス著杉山光信・

　杉山恵美子訳『〈子供〉の誕生』1980年　みすず書房）．

14　J．Hayna1，’Two　Kinds　of　Pre－industria1Househo工d　Formation　System’，in　R．

　Wal工，J，Robin　and　P．Las1ett，eds．，Fαm伽For肌s加His士。r三。肋roρε（Cambridge，

　1983），p．69．cf．J．Hayna1，’European　Marriage　Patterns　in　Perspeotive’，in　D，V．G1ass

　and　D．E．C．Eversley，eds．，Pop砒～α亡三〇πfπH三sforツ∫essαツs杭肋s亡。ricαJ　dε肌。grαρんツ

　（London，1965）、
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に収まることが多かったようだ。15そうした具体的な範囲を考える際，平均半

径10－15マイル程度の経済的・社会的生活圏の存在が，古くから知られる奉公

人の労働力市場（雇用市hiri㎎fairs）とも重なる形で指摘されている。1日そ

の起源はかなり古いらしく，中世末期イングランドにおける村落生活について

の研究において，B．ハナウオルトは，15世紀後半および16世紀初頭に作成さ

れたベドフォド州の遺言書では，名づけ親（キリスト教においては名付け子の

洗礼の際，同性の者2名，異性の者1名が名付け親として立ち会う）という家

族外にも広がる紐帯は，同」村内もしくは近隣地域における奉公人の選択と重

なり合うということを指摘している。’7

　他方，16世紀頃の農業奉公人の労働・生活の実態についてはほとんど知られ

ていない。1リ518年から1605年までのウイリンガムにおける遺言書220件のう

ち，20件の贈与が奉公人・メイドになされている。この20件を検討してみても，

奉公人とメイド，奉公人でも農事奉公人と家事奉公人とを峻別することは無理

15　A．Kussエロ帥工，＆〃α耐3加∬鵬わ切ηかツえ〃刃〃妙ルτo幽閉五九gJα几∂（Ca］］］bridge，1981）

　（以下Servants．と略記）．

　cf．W．Hasbaoh，λ刑s士。rツ。∫肋肋gj1sんAgr土。阯舳rαi　Lαろ。〃召r（London，1908）（以下

　肋gJ土sんλgr三ω肋rα’ムα6o阯w．と略記），特に。hap．1．

16　W．M．Wi11iams，λWes士Co阯几卯γ〃αgε，λsんωor抗ヅFα肌伽，K1几sん加απdLα几d

　（London，1963），pp．38－41，53－83，M．Spufford，Co航rαs士加g　Co椛m阯几捌膚s，p．57，151；K．

　Wrightson　and　D－Levine，PoU流ツα〃P三銚ツ，pp．74－9，1O1；D－G．Hey，〃〃m一，p－190．中世

　の雇用市についての叙述はW．Hasbach，刃几gκs万スgr｛c阯肋rαJムα6owr．，p，32，近代には

　いってからは．伽吐，pp．84－5．A．Kussmau1，SεrUα耐s．，ohap．4and5．

17B．Hanawa1t，丁加誠s流航Bo阯几d（1985，oxford），p．246．しかしながら，彼女の想定で

　は，名づけ親希11度の機能は，ずっと小さいものであった。その点に関しては，生産の単位が

　共同体ではなく個々の世帯であったからだ，という理由づけがなされている（捌d．，p，265．）。

1817世紀になると，断片的な情報が多く18・9世紀の叙述ほど詳しくはないけれどもかなり

　のことはわかっている，A．Kussmaul，8㈹α痂．、pp．31－481北部の事例ではあるが，17世紀

　のものとしてD．Woodward，ed、，丁加Fαr肌加gαπd　M’舳。rαπぬ肌Boo為s　o∫H飢rツ

　肋s士。∫醐msωor肋，1642，Records　of　Social　and　Eoonomic　History，NS．8（London，

　1984）．ハッセル＝スミスはノーフォーク北部の1村落における労働組織を描写する背景とし

　て43件の各家屋における構成員の状態と住人の社会経済的条件とを一覧表において提示して
　いる。毛こではサーヴアントも登場するl　A．Hassell　Smith、’Labourers　in　Late　S1xteenth

　Century　England＝a　case　study　from　north　Norfolk（Part　I）’，Co枇’舳批ツα几d

　0んα几ge，4（1）（1989）；do。，’Labourer昌in　Lato　Sixteenth－century　EngIand（Part　I正）I，

Co洲几阯吻απdCんα几ge，4（3）（1989）．
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と言ってよい。それでも遺言者が店を構えており奉公人への言及のある場合，

その奉公人は農事に従事している可能性がより高い。例えばロバート・ワード

はユ598年の遺言書で彼の名づけ子であり奉公人であるリチャード・ビダルに言

及する一方で，以前にロバートに奉公したトマス・了ダムについても遺言書で

触れているのである。’畠こうした場合，B．ハナウオルトも述べるように，奉

公人は名づけ子と同様の贈与をうけていることが遺言書では明白である。”一

方A．クスマウルが指摘するように，子供を奉公にやるということは，教育の

一環として相当に裕福な家庭でも行われていた。21

3）近代初期における学校教育

　L．ストーンは近代初期イングランドにおける学校教育の歴史を主として大

学入学に関連する史料を用いて研究し，1558年から1700年までの時期「教育革

命」とでも言うべき状況が現出したことを説いている。，宮しかし，彼は専ら社

会の上層に集中した議論を展開しており，D1クレシィ，M．スパフォドらは

農村社会における教育の役割を論じるという立場から，小農層出身でグラマー・

スクールなどを経た後大学教育を受けた者よりも，農村大衆一般の識字能力を

知ることの方がより重要なのではあるまいか，という問題を提起している。宮宮

また文盲であることが，社会生活を送るにあたり，負い目となるとされること

19Cambridge　University　Library．（以下C．U．Lと略記），Wi11ingham　registered　w川s，

　RobertWard，VC19：313（1598）．

20　B．Hanawa1t，丁加ηεs沈α亡Bo砒兀d．pp．314－7．

21　A．Kussmau1，Sε用α耐s．，p．1001

22M．Spufford，Co航rα曲几gComm阯兀捌es，pp．207－8；L．Stone、’TheEduoationa1RevoIしtion

　in　EngIand，1560－1640’，Pαs亡α几d　P戸εsε枕，28（1964）；do。，’Litoraoy　and　Education　in

　Eng1and，1640－1900’，Pαs亡α几d　Prεsε枕，42（1969）一

23D，Cressy，Literacy．，p．76．なお1750年以降のイングランドにおける産業革命の進行の中

　における教育については，概説としてM．Sander昌。n，肋阯。α亡土。几．五㎝几。m1c　Cんα几gεα几d

　S㏄土物i几肋gエαπd，j昭0一ユ870（London，1983）（邦訳M一サンダーソン著原剛訳『教育と経済

　変化」早稲田大学出版部）．16・7世紀に関する状況を随所にはさみながら考察しているの

　がD．Vinoent、〃施rαcツαπd　Poj⊃〃αr　C砒批〃ε”πgJα兀兀d，ユ750－1914（Cambridge．1989）．ま

　たスコットランドを主たる対象地域としながらもイングランドとの比較を行っているのがR．

　A．Houston，Sco材｛sん工加rαcツαπd士加Sco”sん”舳批ツ（Cambridge，1985）．
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の少ない時代状況であったことを忘れるべきではあるまい。ストーンはまた，

イングランドを北部・西部と東部・南部とに大別し，識字能力1こも前者が劣る

ものとみなしているけれども，D．クレシィにより，議論はより複雑であると

の修正をもとめられている。”クレシィは裁判所における宣誓証人deponent

Sの署名記録をイングランドの地域別に集計し，以下の結果を得た。ダラム州

のヨーマン層は例外的に高い文盲率を記録するけれども，イングランド全体と

してはむしろ階層を同じくする者はほぼ一様の識字能力を示すものとみなせる。

経済的余裕のある，社会的にも身分の高い階層は高い識字率を示すのが一般で

ある。クレシィによれば，16世紀後期から17世紀にかけてヨーマン層は概ね7・

8割の識字率を，ハズバンドマン層は2・3割を示している。呈5

　なお地域共同体レベルでの研究に関しては遺産目録や遺言書を用いて相当深

化しており，シュロップ州ミトゥルにおける学校では，少なくとも初等教育に

関しては貧富の差があまりなかったらしい点で，ウイリンガムの場合と同様で

ある。23だが一般に，本稿で対象とするウイリンガムのように大きい村落，あ

るいは人一口密度の高い村落では，少なくとも学校経営の継続性は大きいという

ことが言えそうである㌦

　イングランドにおいては16世紀前半から次第に学校の設立は目立ち始めてい

るが，エリザベス期，つまり1560年代から一つのピークを迎え孔ところがそ

のピークも1580年代までで，1580年代から1610年ごろまでの時期は，D．クレ

シィによれば教育的後退の時期であった。特に1950年代の経済的危機は，イン

グランドのみならずヨーロッパ全体に深刻な影響を与えており，イングランド

全国では新たに学校が24校のみ設立されている。里蓼

24　D．Cre富sy，工沈εrαcツ1，pp．123，157－

25　∫6｛d．，pp．1且9＿21，127．

26　D．G．Hey，Mツdd加．，p．189．

27M．Spufford，Co枇rαs亡杭g　Co㎜肌“π肋εs，pp．180，184．

28　D．Cressy，正比εrαcツ1，pp．170，193．
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ウィリガムにおける学校設立

1）背景

　イングランド東部ケンブリッジ州に属し，沼沢地縁りに位置するウイリンガ

ムの共同体は，沼沢地（及び森林）を景観に抱く土地柄に見られるような独特

の社会経済を成立させていた。また，共同地に産する様々の資源及び副業が盛

んであった。地図では1518年から1605年の時期，遺言書に見出しうる教区内の

地名への言及がおよそ半径1マイルの中におさまることが看取できる（地図1）。

ついで半径2マイルの同心円内にはあるが，ウイリンガムの教区の北西端に幾

つかの言及がみられる。これは，このリトゥル・シェルフォトLitt1e　She1ford

と呼ばれる土地から用水mere／1Odeが北に伸びており，河川を通じての交

通の一つの要衝となっていたからと思われる。ケンブリッジ州のウーズOuse

河畔地帯における人口増加は際立つもので，データの残されている1524年から

1660・70年代までの時期には移入が移出を抜くこと大であった。呈邊人口移入に

よる圧力の下，基本となる農民保有地が細分化していく。1575年の時点で31単

位あり，同数の者により保有されていた半ヤードランド保有地（当時夫婦およ

び子女からなる世帯がそれでどうにか生計を営めるとされた保有規模：15エー

カーから25工一カーが標準）は，1720年代までには76名の保有者によって分有

されていた。ケンブリッジ州の他の村では，土地無しの者の人口増加が生じて

いた。だがウイりンガムにあっては，小屋住みよりは裕福であるが半ヤードラ

ンドは保有していない者（面積では2～15工一カーほど）の人数及び書1」合が17

世紀に急増し，ウイリンガムでは1575年当時で共同体全体の3書1」程度であった

のが，1720年代には過半数を占めるまでになっている。”

29M．Spufford，Co航rα曲几8Com肌“几捌θs，p．！8．

30拙稿「ケンブリッジ州ウイリンガム教区における世代継承と人口移動：1510－1730年」『松

　平記念経済・文化研究所紀要』13号　1995年87－8頁。
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地図1 ウィリンガムの遺言書に見られる．教区内の地名への言及，1518年一1605年
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近代初期英国農村における学校設立と遺言書作成支援網

2）学校設立

　イングランドにおける経済的危機の1590年代は教育的後退の時期でもあった。

それ故ウイリンガムでの学校設立のための募金はむしろ異色であるが，ここで

はその契機とそれを支える社会的経済的基盤の存在を追う。

　1593年，ウイリンガムの村民は，村の学校設立のために寄付を募った。宮1そ

の人々の一覧表と額にもとづいて，1575年の土地調査および1603年の地図から

得た保有地面積に関するデータと重ね合わせ作成されたのが地図2である。・2

ウイリンガムの村は丁度倒立した「U」の形をしている。「U」の突端には教

会がありその後背に沼沢地が北に広がっている。新しく設立された学校は教会

の敷地に一室設けられたものと思われる（区域3）。緑草地及び池がその東側

にあった。最も裕福なヤードランド保有者及び半ヤードランド保有者層の家屋

は，「U」に沿って弧を描く。土地無しの者の小屋はまず緑草地の上を埋める

が如くにして建てられている。土地無しの者はそればかりでなく，沼沢へと向

かって走る2つの道路に沿っても小屋を建てるとともに，「U」東端における

「貧しい」区域をも埋めている（区域12）。

　ここではまず挙村一致の献金の様子が明白である。寄付者総員102名の寄付

額の総額は1ないし2ポンドを平均としている。経済・社会的地位を越えて学

校設立のための献金がなされていることから，当時のウイリンガムの人々が教

育をいかに重要視していたかが示唆されよ㌔多数の土地無しの人々・死期の

迫る老齢者などが比較的高額の寄付をしている点が着目に値する。将来の村の

教育に関して彼らに何か強い動機づけがなされていたのは疑いない。ジョンお

よびウイリアム・リドレィらも土地無しでありながら寄付しているのでその好

例と言える（区域12）。更に，彼らが村落中心部から離れ，村はずれtownend

に住んでいた点にも注目したい。特にこの村としては比較的大きい20工一カー

3ユCambridge　Reoord　Off1oe（以下C．R．O．と略記），P177／25／1，pp．1－2，Town　Cartulary．

　C．R．O．R59／14／5／1O…M．Spufford，Co枇rαs亡三九g　Comm阯几ぬ召s，pp．193－5；Cottenham

　ViI1age　Co1Iege　Local　History　Group，Chαri士ツScん。oj亡。γ〃αg召Co〃昭ε（Lough－

　borough，1968），pp．5＿7．

32　C．R．O．R59／14／5／8．（a）一（f）Town　Terriers　and　F三e三d　Books．
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高　橋　基　泰

地図2　ウィリンガムにおける村立学校設立のための募金（1593年）

国・・区域

1575年　／603年

■　●　1ヤード

制⑬　1ヤード
園⑬半ヤード
ロO土地無し
⑧・・献金額
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10s・　　　　　　　日伽i

鴉6d

⑫

‡C．R．O．P177－25／1
C，R．O．R59／14／5／8．｛a〕一け〕

　　R59／14／5／10　より作製

一95一



高　　橋　　基　　秦

の保有地を持つロバート・バタリィ（区域9．1603年側）は一銭も出しておら

ず，リドレィ家と縁つづきのクリスプ家の2人（ヘンリー1区域7，ウイリア

ム：区域1）は，1593年当時は1O代と若すぎたためか，その経済・社会的地位

を考慮すると以外に少ない20シリングを寄付したのみである。土地の無い人々

は小職人・小商人でもあったろうが，そういう人々こそ教育の重要性を知悉し

ていたものと思われる。あるいは肉親に近い将来教育を受けそうな幼児がいれ

ば，．全く無関心ということもなかったと考えられる。しかしながらこうした要

件は，いわばいっの時代にも存在する。では，何故この時期に学校をつくるこ

とに関して村全体が強い意欲が示されたのであろうか？

　1550年代後半には，インフルエンザで多くの者がウイリンガムで死亡してい

る。Hさらに16世紀後半以降17世紀にかけてイングランド全人口の3分の1以

上を占めたと推定される比較的貧しい家族“をも含む移民を引き受けることで，

一世代で最大限4分の3もの住民が新たな移入者と入れ替わり，村民にとって

変化が具体的であった。ヨ5この16世紀後半次第に遺言書作成者が社会階層的に

下降化していったと思われる。ここでおそらく細々と読み書きを教えていた学

校教師のローレンス・ミルフオードがその書記役をっとめていることも教育の

重要性の認識に一役買ったものと思われる。品借しかし一方で，村民にある程度

33　W．G－Hosk三ns，’Harvest　F三uctuations　and　Eng1ish　Economic　History1480－1619’，

　ハgr｛c〃ωrα；H三s亡。rツ五εU＝εω．12（1）（1964），p．36：F．J．Fisher，’InfIuenza　and　infIation　in

　Tudor　Eng］and’，刃。o几。椛三。　H土就。rツ　五εUi召ω，2nd．ser．，18（1965），pp．125－7：P．S工ack，

　’Morta1ity　Crises　and　Epidemics1485－1610’，in　C．Webster，od．，肋α肋，M捌。1πεα几d

　ルτo沌αj批ツ加肋ε　S｛エ施e耐ツC直航阯rツ，（Cambridge，1979）．pp．12，28；do．，Tんe　J肌ραc士。∫

　P～αg〃i几τ此dorα几d8加αr士五九gjα几d（London，1985）、p．57，Tab1e3．1：Years　of　high

　morta1ity1485－1560，p．i47：graph　of　wi1Is　from　LondonCommissaryCourt1478－1565，

　and　P－358n．8；E．A－Wrig1ey　and　R．S．Schofie1d，丁加Poμjα亡｛oπH土s亡。rツ。∫肋g王α兀d

　j54j－J8η（London，1981），p．653．

34　R．A．Houston，丁加Poρ阯脆α三〇π刑s亡。rツ。∫Br三亡αiπα几d∫rεJαπd　j500一ユ術0（London，

　1992），p．83．

35前掲「ケンブリッジ州ウイりンガム教区における世代継承と人口移動」88－90頁。

36彼についてはC－E．Parsons，’Note　on　HorseheadSchoo1s　and〇七herVi11ageSchoo1s

　in　Cambr三dgeshire’，Proc舵泓几gs　Cαm6r｛dgeλ伽ね砒rαr｛α几Soc虹ツ，22，pp．108－123；E．

　Key，’A　Reg1ster　of　Schoo1s　and　Schoo1Master　in　the　County　of　Cambridgeshire

　1574－1700’，Proc百畠d｛πgs　Cαm6r三dg百ノiπ白q砒rαr三α兀8oc｛ε亡ツ，70（1980），pp．18思一9．
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の経済的余裕が必要であったろう。

　村民の教育への深い関心は，ウイリアム・アッシュマンの遺言書（1567年）

に端的に示されているように思われる。丘7息子がグラマー・スクールに行ける

ようにと基金bondを組んだ遺言者であったが，一方で彼はまた息子が学校へ

行かないかもしれないとも想定している。それ故彼は，そのときのために6ポ

ンド13シリング4ペンス，財貨もしくは現金でのこしたのである。た・だし，

「息子が土地を扱いうるようになるまで，他の人々がそうするように，妻がそ

の土地を維持すべき」とした。この，学校での教育に高い関心を示したウイリ

アム・アッシュマンの遺言書作成から30年もしないうちにウイリンガムでは村

立の学校が建てられることになる。そのとき，設立のための寄付金として，息

子のウイリアムもまだ16歳であったけれども相当の額を出すのである（区域10：

16シリング）。また彼は後年隣人の遺言書作成にも立会い人として協力を惜し

まなかった。纈邊彼自身はそれほど上級の学校までは進まなかったようだが，や

はり彼の父親の影響であろうか教育の重要さを若くして良く理解していたと解

釈される。

　またロバート・ローダーは1583年の遺言書で，妻にその時点では胎児であっ

た者を16歳になるまで養育しもじも男子であれば教育をさずけることと定め

た。3日このとき先達である，ウイリアム・アッシュマンの遺言書のことが遺言

者の脳裏をよぎったかもしれない。しかしながら，もしもその胎児が死亡した

場合，その自由地つきの謄本保有地the　copy　w舳free　gr㎝ndは妻アニス

の生涯不動産権となることが設定されていた。だがその胎児は娘であり，幼く

して死亡したのである。40

37　C．U．L一，Wi11中gham　registered　wi11s，Wi11iam　Ashman，VC15：92．

38C．U．L1，Wiuingham　registered　wi11s，W叫am　Brasier，VC19：323（工589）；Robert

　Marsha11，VC2C1251（1594）：Matthew　Ewesden　VC201254（1594）．

39C．U．L．，W111ingham　registered　wi11s，Robert　Loder，VC17：3291cf．M1Spufford，

　Coπ炉αs士fπg　Com肌阯几f抗εs，P－193．

40遺言書作成の時点で目バート・ローダーは男子を天逝させたばかりであった，Wi11ingham

　Fami三y　Reconstitution　Forms，M689．
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高　　橋　　基　　泰

3）学ぶ者とそれを支える者

　それでは学ぶ主体である児童に目を移そう。今日と異なり，法律で就学年齢

はO歳代に限定されることはなかった。P．アリエスも示唆する通り，彼らは

学校へはそれが可能なときであればいっでも行ったと考えられる。41しかしな

がらウイリンガムセ学校が創設された時点で，もしも16歳未満の子弟を選び出

すのなら彼らは将来村の学校の主たる生徒になる可能性は高かったと思われる。

1593年，家族復元票によれば全部で128家族が16歳未満の子弟を抱えていた。

子弟の数で言えば264名になる。だが15歳以下の子弟の内でも，既に生家を去

り一

_業奉公人や従弟になった者は相当数にのぼるであろう。あるいは生家に留

まったとしても，一家の主たる稼ぎ手の一人として忙しく，一学校に行く暇など

無かった場合も考えうる。それ故，就学は実際には9歳以下の児童に限定され

ているとした方がよいであろう。将来彼らが村を離れ残る人生の記録を全く残

さないとしても，この年齢であればなお生家に留まるであろ九このようにし

て，およそ百名の男子とほぼ同数の女子が村立学校の潜在的第一期候補生であっ

たと考えられる。そして，9歳以下の子供のいる世帯主は，地図の上には38名

同定されている（子供の年齢を16歳まで引き上げると47名）。4宮子供の人数に

すると82名（男子34名，女子36名，胎児12名）一 ﾌうち17名（男子10名，女子7

名）が地図に表われ，かっ教区登録簿に結婚と埋葬の記録を残している（地図

3・）。

　しかしながら，就学年齢に達した子供として女子だけがいる世帯では，一般

に学校への寄付金の額は小さい。例えば娘が2人いたウイリアム・バーウェル

（1575年に！ルード保有：区域8）と，5歳の娘のいたリチャード・クラーク

（1575年に3ルード保有：区域2の南端）とは全然寄付していない。彼らは殆

41P．Aries，C刎〃｛召s　o∫C舳肋。od，p．317（邦訳310頁）．D．クレシィによれば17世紀に自叙

　伝を書き残した者の殆とが概ね6歳から学校にいっている。そして7，8歳でいくのをやめ

　ている，という。D．Cressy，ム油rαcツ．，p．29．いずれにせよ，両親・兄弟から読み書きの

　手ほどきをうけることはありうることだが，公式の学校教育の経験が皆無という場合にはそ

　れもむずかしかったろう，とD．クレシィは推測する，洲d．，p．40．

42R．Wa11，‘The　Age　at　Leaving　Home㌧Jo〃πα王。∫肋m伽刑s士。rツ，3（1978）．
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ど土地無しであっ一れまたシメオン・ピアソンは土地無しではなく5歳未満の

娘を2人抱えていたが，寄付したのはただの4シリングであった（区域9）。

トマス・ベイジは半ヤードランドを保有し，ウイリンガム並みで言えば裕福な

筈であった。彼には娘が3人（上から7歳・5歳・3歳）おり！0シリング献金

してい乱しかるに，彼の隣人リチャード・ピアソンは1575年には土地無しで

ありかっ子無しであったにも拘わらず，20シリングも寄付してるのである（区

域4）彼は10年後この地で起こった農民騒擾の首謀者のi人となり領主側のト

マス・ペイジと対時することになる。’3

　また，一家のおかれた状況が必ずしも良好でなくとも学金する事例も説明さ

れる必要がある。まずその1っとして，一学校設立のための寄付は，親族単位で

なされていた可能性がある。ジョン・エリスは，献金時，8．歳の男の子を抱え

ていたが，1銭も出してい．ない。しかしエリス家のもう1人のメンバーが，該

当する子供もいないのに40シーリングも寄付している。後者の寄付は，エリス家

を代表して，ということであったかもしれない。

4）その成果と動因：遺言書作成支援網

　学校教育の成果の一つとして，そしてまたその動因の一つともなったものと

して，特に社会的・経済的差異さえも越えて行われた遺言書作成が考えられる。

そ’ﾌ点を以下述べていきたい。

　ユ575年～ユ603年およびユ603年～1640年の2つの時期の地図では各線で示した

ように，埠言立会人がウイリンガムで世帯をかまえている場合，遺言作成者を

指して連結した（地図4および5）。遺言執行者や遺言執行監督者の場合も示

してある。まずこの村落社会においての経済上の分割線を2段階以上越えてい

ることも頼りであり，事実ウイリンガムにおいて遺言書の立ち合いのための訪

問で最も普通なのは，半ヤードランド保有者の階層と，土地無しの階層との間

で起きたものであった。同じ階層で世帯の長たる者の遺言に立ち合うというの

43．M．Spufford，Coπ正rαs士加g　Com肌阯几捌εs，pp．123－7．
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地図3　ウィリンガムにおける村立学校設立のための募金および就学可能・予定児童

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1593年現在）

国・
1575年　1603年．

■　●
藤　⑬
團　③
〔〕　○

⑧・・

就学可能・予

團　男子
　女子
　胎児
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地図4　ウィリンカム教区における遺≡書作成支援網　157ト1603年
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地図5　ウィリンガム教区における遺言書作成支援網1160上1640年
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高　　橋　　基　　泰

はむしろ少ないのである。＾

　さらに特定の人々・区域でこのような遺言書作成補助者の集中が観察される。

その中には，グレイヴ家のような，村の主要メンバーが含まれる。1603年以前

は先述のローレンス・ミルフオードが遺言書作成にあたり書き手となることが

実に多かった（地図4で確認できる者だけで16件）。4リ603年以降，ローレン

ス・ミルフオードの名は消え，代わりにジョン・ハモンドが頼り．と登場する

（地図5）。遺言書の書き手に関しては『対象をなす諸共同体』に詳しいが，こ

こに新たに作成された地図の上では，書記の選定が住居により決まってくる点

が興味深い。この点は先年ケンブリッジ州南部のボウールシャムBa1sham教区

において，宗教上異なる宗派に属する隣人同士で遺言書作成の立会い一が密に行

われていたことを見いだしたC．マーシュの論述と一致するであろう。“ジョ

ン・ハモンドは，地図では村落のほとんどすべての区域にわたって遺言書作成

の際に書き手を引き受けてい乱その例外となる区域（区域7・9・12）では，

トマス・グレイヴ，ヘンリ・グレイヴ，ヘンリー・ハリウェル，ロバート・ス

トッカーが書き手になっている。この区域はまた，比較的貧しい区域でもあり

親族関係が密でもある点重要であると思われる。そしてこの区域において書き

手となった者は，他のより裕福な区域に居を構え村落の主要構成員でもあった

ようれそのため，親族の紐帯に頼って生き伸びようとするあまり裕福でない

構成員に対して影響力を持ったと推測され乱またこの区域では相当数の家族

が強い連帯を示している。例えば，ヘンリー・グレイヴは彼の妻を遺言執行者

executorixに指名した。遺言立会人は，グレイヴ家の者から3名，それに加

うるにトマス・クランウェルとヘンリー・フロモントが選ばれている。このへ

44地図では各種の線で示したように，遺言立会人がウイリンガムで世帯をかまえている場合，

　遺言作成者に矢印を向けて連結した。遺言執行者や遺言執行監督者の場合も示してある。し

　かし，こうした家屋の粗末さはより豊かな親族の来訪を何ら妨げるものではなかったのであ

　る。

45王603年以前の彼の住まいがどこにあったか不明だが，1603年以後彼は3工一カーを保有し

　教会のすぐ傍に住んでいた。（第2区域北端）。

46C．Marsh，ア畑Fα肌め。∫LoUε加肋gJ｛sんJ550一ユ630（Cambridge，1994），pp．187－196．
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ソリー・フロモントも遺言書作成にしばしば登場する入物であり，貧しい区域

12もその圏内になる。

　遺言立会人の選択は，’若干距離を隔てたところからもなされているが，ごく

近隣に住む者もまた立ち合うことを否定するものでもないのも確かなことであ

る。ロバート・イングルとトマス・ボウルズ（区域2の北端）は2人とも遺言

者ジョン・ラッグの遺言作成に立ち合っている。地図5（区域2）を見れば，

この3人がしかの隣人同士であることがわかるであろう。思うに，遺言書立会

人の選出は，単に社会的地位・年齢・親族であるかどうかだけでなしに，近隣

に住んでいるということもまた条件の中に加えられる。そして，グレイヴ家・

ピアソン家・ビダル家のような，裕福なもしくは影響力の大きい勢力のある家

族は傾向として識字率も高く，それ故影響力をより大きく振るうことにもなっ

たであろう。

　以上遺言書作成の度合いは村落内でも高まっており，遺言作成補助者の選択

は次第に各遺言作成者の置かれた状況により左右されるようになっていった。

だがそれにもかかわらず，遺言書はある一定数ではあるが多くの勢力のある家

族の問に集中を見せている。それは村落において遺言書作成がより形式的なも

のとなった結果でもあったと考えられる。

むすぴにかえて

　ウイリンガムは教育への関心の高い教区であった。教会の指導もあったであ

ろうが，長期にわたる個人もしくは村落の生活経験を通じて教育の重要性に対

する認識が培われたと思われ，遺言書作成もその表現の一環とみなすべきであ

ろう。他方，遺言書作成は教区民に教育の重要性を気づかせる契機ともなる。

特に16世紀後半の短い問に多くの移入民を迎えるかたわら多くの死を目の前に

して，人々はより確実な遺贈のための工夫とそれを裏付ける教育への深い関心

を抱いたと思われる。沼沢など豊富な共同地を背景に物質的に恵まれることも

あったが，1590年代のウイリンガムは教育に高い関心を寄せる村落であり、そ
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れが学校設立として結実したと思われる。それは村民の献金を基金とした全村

を挙げての事業であり，必ずしも自分に子供がいなくとも近親に教育の恩恵を

受けうる子弟がいれば自然と一村の教育制度についても熱心になる，公私にわた

る重要事であったと述べても極端な誤りとはなしえないのではないだろうか。
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